
平成２６年度岡山市市民協働推進モデル事業報告書 

実
施
団
体

団体名  子育て・教育なんでも相談ネットワーク  （担当者  岩佐 仁志  ） 

合同実施団体
（＊協議体・実行委

員会等で実施した

場合、構成団体をす

べて記載してくだ

さい。） 

協働した岡山市の 

担当課等と担当者 

課名 岡山市教育委員会 電話 

担当者

2 名 

職名 教育支援室 室長 職名 

氏名 松浦 敏之 氏名 

事業の名称 「しんどい先生」支援プロジェクト 

本事業により解決を目

指した課題とその成果

※アンケートなどあ

れば添付してくださ

い。 

超多忙化が進む教育現場で、多くの先生たちは、多様な生徒たちや困難な家庭への対

応など毎日悪戦苦闘している。そのような状況の中、相談対応窓口の設置と学習会の

開催を通じて以下の 2 点の実践・実現を目指した。 

①教科指導・クラス経営など、悩みの相談活動を通して「豊かな学び」を実現できる

よう支援していく。 

②既存の「相談機関など」での相談へ足を運べない先生たちへの支援を特別に強化す

る。 

電話相談件数：６件 

ネットワーク☆カフェ参加人数：３６人 

教師のための学習会参加人数：２５人 

結果として当初の予想をはるかに超える「現場教職員」の働き方・働かされ方の存在や子ども

たちの成長に寄り添う自己犠牲的な「異常なまでの」責任感などを目の当たりにして現状を克

服できない無力感を痛感することとなったが、現役の先生たちに対して、自分たちの立場や心

情を理解し頼ることのできる相手がいるというメッセージを発信できたことは一定の意義があ

ったと考える。 

具体的相談内容：クレーマーへの対応 同僚との意見の相違 クラス経営 管理職との生徒観

の相違から生じた 勤務時間問題など 

市と協働した内容と

協働の効果 

１.団体が果たした役割 

○市内すべての教職員に対し、電話相談窓口の設置を知らせ、利用を呼び掛けた。 

○「ネットワーク☆カフェ」を開設し、先生たちの「困っていること、悩んでいること」など

を出し合える場を提供した。 

２.岡山市の担当課等が果たした役割 

○各職場へのとりくみの周知。 

○想定以上に電話相談活動に行き詰まっていた時、ネットワークカフェ設置の提案をいただき、

新たな方向性に気づかされた。 



３．協働した効果 

○各学校へチラシやカードを配布できたことにより事業及び団体の周知と信頼の向上につなが

った。 

○教育現場の状況や先生たちへの効果的な呼びかけ方など、相互の有する情報を交換すること

で、事業の方針を明確にすることができた。

事業の内容 

① 「電話相談」活動 

日時 場所 内容 

８月１９日  

９月 ９日 
 市内小中学校へのチラシ送付 

７月１日  

相談受付開始 

・電話相談：毎週月～金曜日、10:00～16:00 

・電話相談：火・木曜日（不定期）、18:00～20:00

・メール相談：随時 

1月17日（土） 

14:00～16:00 
団体事務所 第1回ネットワーク☆カフェの開催 

1月31日（土） 

14:00～16:00 
団体事務所 第2回ネットワーク☆カフェの開催 

2月14日（土） 

14:00～16:00 
団体事務所 第3回ネットワーク☆カフェの開催 

2月28日（土） 

14:00～16:00 
団体事務所 第4回ネットワーク☆カフェの開催 

3月14日（土） 

14:00～16:00 
団体事務所 第5回ネットワーク☆カフェの開催 

3月28日（土） 

14:00～16:00 
団体事務所 第6回ネットワーク☆カフェの開催 

（チラシ記載内容） 

・民間の相談機関がニーズに合わせた相談活動を行う。 

・教科指導・生徒指導などの専門的な事柄から教師同士や保護者との関係など業務をこなすう

えでの問題点などすべてに対応する。 

・相談をためらっていた事柄には秘密厳守で対応する。 

②教師のための学習会開催 

講師 難波一夫（子育て・教育なんでも相談ネットワーク代表世話人） 

演題 子どものこころがみえてますか 

日時 ３月３日 １５：３０～ 

場所 西川原プラザ 

参加人数 ２５人 



事業実施の体制 

・実施者名 

１．総括責任者 代表世話人：難波 一夫 

２．個別事業責任者  岩佐 仁志 

３．その他事業従事者 役割・氏名 子育て・教育なんでも相談ネットワーク相談員 

事業実施経過 

月  日 工  程 

７月２２日 岡山市教育委員会事務職を交えた企画調整 

７月２３日 相談窓口開設チラシ案の作成 

８月１９日 

９月 ９日 

相談窓口開設チラシの配布 

１２月１１日 企画修正（ネットワーク☆カフェの提案） 

１２月１９日 ネットワーク☆カフェ開催チラシの作成 

１月 ８日 ネットワーク☆カフェ開催チラシの発送 

1月～3月 ネットワークカフェの開催（毎月2回） 

3月 ふりかえり 

実施上で連携した団

体とその内容

名称 期待される役割 

本事業を踏まえた、

翌年度以後の予定 

□ＮＰＯがネットワークを構築し、他団体と連携し実施する予定。 

□岡山市の一般施策として実施する予定。 

□翌年度も協働で実施する予定。 

ㇾその他（子育て・教育なんでも相談ネットワークの独自のとりくみとして教職

員に寄り添う活動を継続していく） 

具体的な計画があれば記載してください。 

現在の教育を取り巻く情勢の中、特に競争中心で子どもたちや親たちの心までずたずたにされる状態では必要とされる分

野であることは間違いではないと思われるため、毎月ネットワーク☆カフェを開設。教職員や子育てに悩む方たちの相談

の場として継続的に提供していく。



平成 26 年度市民協働推進モデル事業収支決算書 

事 業 名 「しんどい先生」支援プロジェクト 

＜収 入＞ 

費  目 金  額 内  訳 

自
己
資
金

実施団体  30,000

その他  

   自己資金等合計(ａ) 30,000

事
業
収
入

学習会資料代金 
0

事業収入合計（ｂ） 0

そ
の
他
収
入

0

その他収入合計（ｃ） 0

岡山市補助金決定額(ｄ) 163,888

収入合計(ｅ)＝(ａ)+(ｂ)＋(c)＋（ｄ） 193,888

＜支 出＞ 

費  目 金  額 内  訳 

事
業
実
施
経
費

相談員経費 

印刷製本費 

封筒代金 

会場使用料 

電話代金 

カフェ費用 

112,000

47,520 

9,234

7,720

15,596

1,818

時間外相談（8/月×7ヶ月=56） 

2,000 円×56        ※別紙 

相談カード 

理想科学工業（クラフト封筒） 

教師のための学習会（西川原プラザ） 

携帯電話（９月～３月使用料） 

9/30:4899 10/31:2126 12/1:2143 

1/5:2143 2/2:2143 3/2:2142 

※通帳コピーで支払い額、先を証明 

コーヒーカップ用ふきん 

事業実施経費合計（ｆ） 193,888

管
理
運
営
経
費

管理運営費合計（ｇ） 0

総事業費(ｈ)＝(ｆ)＋(ｇ) 193,888

（添付書類）１．領収書等支払を証する資料は費目ごとに分けて写しを添付してください。 

２．高額となる経費については、印刷した現物や証拠写真などを添付してください。 

（様式第７号）


